Q1．レッドゾーンに持ち込んだ機材についての取り扱い
A1．使用後は回路など取り外して廃棄できるものは廃棄しておく。本体など返却が必要なものは0.1％次亜で清掃後、1週間放置してからMEに返している。

Q2．書類の取り扱い
A2．
・患者さんに記載してもらったものは、グリーンゾーンでビニール袋に入れて持ち出し、ビニール袋ごとコピーして原本は廃棄している。
・書類により、医師が代筆して書類に代筆と書いているものもある。
・紙に付着したコロナウイルスは数日で消えるので、一定期間触れないような場所で放置する方法もあると思う。
・ウイルスが消える期間は素材により数時間～数日と異なるので、当院では再利用が必要なものは一律1週間放置している。

Q3．コロナ問診（①疑似症状　②流行地への滞在歴　③陽性者、濃厚接触者との接触歴　④会食などの行動歴）で該当項目がある場合の対応
A3．
患者さんの場合
①疑似症状がある場合は、発熱外来での診察を検討する。
その場合の患者待機場所は、車で来ていれば車内待機、もしくは院内の人通りの少ない場所。
③に該当する場合は、発熱外来で診察をする
有症状で②③④に該当しないような場合（定期受診で主疾患によリ発熱がある場合など）は、通常の外来で診察を行うが、接触する医療者は、目・鼻・口の粘膜は覆って対応する。
もしくは、発熱外来に主治医が移動して診察を行う。
コロナ検査をして陰性であったとしても、蓋然性があれば、感染対策は継続する。

付き添い家族の場合
③に該当する場合は、患者さん自身も陽性の可能性を考えて、発熱外来で診察をする
②④に該当する場合は、通常の外来で診察する場合でも、（必要で付き添いに来ているのだろうから付き添いはしてもらっても）可能であれば診察室には入らないように、それができなければ、接触する医療者は、目・鼻・口の粘膜は覆って対応する。
